




要約:大阪府下の 20 の新生児専門医療機関は,1980 年以来,新生児病棟に入院した疾病新

生児について,共通の病歴データベースを構築している。その特徴としては①紹介医長機

関からの患者紹介用紙が入力に回せる。②主治医が病名をコードで記入する。③簡易言語

(MUMPS)を用いて,ユーザーがプログラムを開発して集計・解析できる。等を挙げることが

できる。


